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１． 安全上のご注意 
この商品を安全に正しく使用していただくために、事前にこの取扱説明書をお読みになり十分にご

理解してください。 
お読みになったあとは、いつもお手元に置いてご使用ください。 
 
ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので必ず守ってください。 
表示と意味は次のようになっています。 
 

警告サイン 内            容 

 警告 
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を 
負う可能性が想定される内容を示しています。 

 注意 
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性、物

的損害の発生が想定される内容を示しています。 

 
 
   注意 

・ケーブルには十分注意してください。足で踏んづけたり、引っかけたりすると転倒の恐

れがあります。 
・ベッドスケールを設置したベッドに飛び乗ったり、乱暴に取り扱わないでください。 
けがや故障の原因となります。 

・使用を開始する前には必ず本機が安全に動作する事を確認してからご使用ください。 
 

なお、万一異常が発見された時は速やかに使用を中止して、故障中の表示を行い、弊社 
営業所へ連絡してください。 
・本機を改造しないでください。 
改造された製品については弊社はいかなる責任も負いかねます。 

 
 

２． 設置場所のお願い 
 振動や風の影響を受けない平らな場所で、かつ本体および被測定者の重さにも耐えうる床上に

設置してください。 
 直射日光の当たる場所は避けてください。 
 外来電源ノイズや強力な電波、磁気等による影響を受けない場所に設置してください。 
 引火、爆発する恐れのある物質が近くにある場所には設置しないでください。 
 設置場所の温度，湿度は本機の使用温度・湿度範囲以内にしてください。 
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３． 概要 
本器は、各種治療時における患者の体重変化を監視し、記録することを目的に開発されたデジタル

表示のベッドスケールです。 

本器は、４つのロードセル（検出器）をベッドの下に置いただけで測定できますので、どのような

ベッドにも、またソファーや椅子などにもセットできます。 

ご使用に際しましては、本器の構造及び、取扱い方法を十分ご理解の上、正しくご使用ください。 

 

４． 特徴 
1. 小型・軽量で、マイコン内蔵により操作は、ワンタッチで簡単です。 
 
2. 体重変化量、元体重、現体重の３つの表示が同時に読み取れます。 

 
3. アラーム設定ができ、体重変化量が設定を超えるとブザー音とアラームランプで知らせます。

また、拡張端子より電圧（５Ｖ）出力で、知らせます。 
 

4. 停電や誤って電源コードを抜いてしまってもデータは消えませんので、電源が復帰後、 
    切れる直前の状態から測定を再開します。 
 

5. 測定中にベットに物を乗せたり降ろしたりしても、体重変化に影響を与えない風袋変化量 
    キャンセル機能があります。 
 

6. データ出力がありますので、コンピュータ等のデータ収録装置でデータの集計が可能です。 
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５． 仕様 

適応ベッド足寸法 
キャスタの場合：φ150mm、幅 70mm以下 

ポールの場合  ：φ70mm以下 

測 定 範 囲 

体重変化量 -9.99～+9.99kg (最小表示 0.01kg) 

元体重 -20.0～+151.0kg (最小表示 0.1kg) 

現体重 -20.0～+151.0kg (最小表示 0.1kg) 

＊ただし、現体重の表示範囲は以下の通り。 

測定待機中：-151.0kg  ～  +151.0kg 

測定中  ： -20.0kg  ～  +151.0kg 

この範囲を超えると表示ブランクします。 

最 大 負 荷 重 量 ８０kg×４個＝合計３２０kg 

精 度 
体重変化量  ：±５０g 

元体重、現体重：±１００ｇ（温度変化±５℃以内） 

警 報 設 定 範 囲 ＯＦＦ、±0.05～±9.95kg（監視値の設定） 

デ ー タ 出 力 ＲＳ２３２Ｃ準拠 

ア ラ ー ム 出 力 ＴＴＬ ５Ｖ （アラーム時 ＨＩ） 

印 字 機 能 
サーマルシリアルプリンタ 

紙幅：５８mm 

電 源 ＡＣ１００Ｖ±１０％  約１５ＶＡ 

使 用 温 度 範 囲 ０℃～４０℃ 

使 用 湿 度 範 囲 ８５％ＲＨ以下 

外 形 寸 法 表示器：１３０（Ｗ）×２００（Ｈ）×１６０（Ｄ）mm 

重 量 
表示器  ：約３kg 

ロードセル：約２kg／１個 

付 属 品 

和算箱        １ 

ロードセル（検出器） ４ 

ロードセルケーブル  １（5m） 

ヒューズ       ２（0.5A） 

電源ケーブル     １ 

プリンタペーパ    ２ 
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６． 表示器の説明 
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番号 名 称 機 能 

１ 体 重 変 化 量 測定中ランプが点灯している時は、現体重と元体重の差を表示しま

す。ランプが点滅している間は、表示値を直前の値で保持します。 
２ ▲ ス イ ッ チ 監視値をアップさせます。 
３ ▼ ス イ ッ チ 監視値をダウンさせます。 
４ 設 定 値 表 示 部 監視値を表示します。 

５ 元 体 重 ［スタート］スイッチを押したときの体重を表示します。測定以外で

は、消灯しています。 
６ 現 体 重 現在の体重を表示します。 

７ 電 源 ス イ ッ チ 
表示の入／切を行います。測定中（測定中ランプが点灯又は点滅）で、

現体重が１０kg 以上の時に押しても動作しません。 
５秒以上押し続けると、いかなる場合でもＯＦＦする事ができます。 

８ ゼ ロ ス イ ッ チ 測定中，一時停止中で、その時の現体重が１０kg 以下の時に押すと、

測定を中止します。測定待機中に押されると、現体重をゼロにします。 
９ 測 定 中 ラ ン プ ［スタート］スイッチを押したときランプが点灯します。 

１０ ス タ ー ト ス イ ッ チ 患者がベッドに乗ってから押します。 
押した時から体重の変化の測定がスタートします。 

１１ 一 時 停 止 ス イ ッ チ 
測定中ランプが点灯の状態で押すと、ランプは点滅に変わり、その時

の現体重、体重変化量を保持します。一時停止中、このスイッチをも

う一度押すか、［スタート］スイッチを押すと、測定を再開します。 

１２ 消 音 ラ ン プ 
体重変化量が監視値を越えてアラーム音が鳴動している時に消音ス

イッチを押すと、ランプが点滅してアラーム音が止まります。 
体重変化量が監視値内に戻ると自動的に消灯します。 

１３ ス イ ッ チ アラームが鳴動しているとき押すと、アラーム音は停止し、消音ランプが 

点滅します。 

１４ 紙 切 れ ラ ン プ 背面の印字間隔スイッチがＯＦＦ以外の時で、プリンタの記録用紙がない

場合点滅します。 ＯＦＦの場合は、記録用紙がなくても消灯のままです。 

１５ プ リ ン ト ス イ ッ チ 測定中に押すと、表示値を印字します。 このスイッチによる印字は、背面

の自動印字スイッチの位置とは関係なく行われます。 
１６ 紙 送 り ス イ ッ チ 記録用紙を紙送りします。 
１７ プ リ ン タ カ バ ー 内部にプリンタの記録用紙をセットします。 
１８ 拡 張 端 子 コンピュータやオプションを使用する時に接続します。 
１９ 印 字 間 隔 ス イ ッ チ 設定した時間ごとに現体重を印字します。 
２０ 時 計 選 択 ス イ ッ チ カレンダーや時刻を選択するスイッチです。 
２１ 時 計 設 定 ス イ ッ チ 値を設定するスイッチです。 
２２ アラーム音量スイッチ アラーム音量を４段階で変化させます。 
２３ ロ ー ド セ ル 入 力 和算箱とケーブルで接続します。 
２４ ヒ ュ ー ズ ボ ッ ク ス 0.5A のヒューズが入っています。 
２５ 電 源 コ ネ ク タ 電源ケーブルを差し込みます。 

２６ Ｇ Ｎ Ｄ 端 子 筐体と接続されています。電源ケーブルのアース線を使用しないと

き、この端子をアースしてください。 
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７． 設置方法 
（1） ロードセル（検出器）４個を下図のようにベッドの下に置きます。 

この時、くぼみの中心にベッド等の足を乗せてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2） ケーブルを下図のように接続し、電源ケーブルを

コンセントに差し込んでください。 
（3） 表示器のゼロスイッチを押しながら〔入／切〕ス

イッチを押し、電源を入れてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（4） 本器の重力加速度は、9.798ｍ／ｓ２（９区）

に設定してあります。重力加速度マップと

8-3 重力加速度の項目を参照して、使用す

る地域にあった重力加速度を設定してく

ださい。 

ベッド

和算箱

ロードセル
（検出器）

表示器

電源ケーブル

ロードセルケーブル

   注意   
・ベッド等の足で、手や足を挟まないように注意してください。 
・ ケーブル等は足で引っかけたり、踏まれることのないように設置してください。 
・ 乗せることができる総重量は、ベッドを含めて３２０ｋｇ以下です。        
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８． 設定方法 

８－１ 時刻設定 

測定時刻が印字されます。 
手順１ 時計設定モードに入れます。 

リアパネルの時計〔選択〕スイッチを押してください。 
現在設定されている年、月、日、時、分が表示されます。 

年  ： 体重変化量表示部（西暦下２桁表示） 
月、日 ： 元体重表示部（１月１日の場合 _１_１） 
時、分 ： 現体重表示部（１３時２５分の場合、１３２５） 

 
手順２ 合わせたい項目を選択します。 

リアパネルの時計〔選択〕スイッチを押すと、年→月→日→時→分→設定前の 
表示→年の順に進みます。点滅している項目が選択されています。 

 
手順３ 現在の時刻に合わせます。 

リアパネルの時計〔設定〕スイッチを押すと、数字が増えます。 
現在の時刻に合わせてください。 

 
手順４ 時計モードを抜けます。 

手順２，３にてすべての項目を設定してください。 
終了しましたら、〔選択〕を通常表示になるまで数回押してください。 
また何も押さないと５秒間で通常表示に戻ります。 

 

お知らせ 
・閏年は自動的に設定されます。（年設定は、１９９９年～２０９８年です） 
・時計設定モードに入った後、５秒間スイッチが押されないと自動的に通常表示に戻り

ます。（分の設定の時のみ、６０秒間になります） 
・分の設定を変えると、自動的に内部の時計を０秒にクリアします。 
・電源ケーブルを抜いても内蔵の電池により時計は動作しています。電源ケーブルの抜

き差しによって、再度、時刻設定をする必要はありません。 
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８－２ プリンタ用紙 

・ プリンタペーパを本体に対してまっすぐにセットしないと、紙詰まりや印字ができなくなっ

たり、プリンタヘッドを損傷するおそれがあります。 
・ 印字最中に印字結果を切り取ったり、乱暴に切り取ったりしますとプリンタヘッドを損傷す

るおそれがあります。 
 

手順１ プリンタカバーをあけます。 
図8-1 の矢印の部分を押してプリンタ 
カバーを開けてください。 

 
 
 
 
 
 
手順２ プリンタペーパ（PP-147）を準備します。 

 
ペーパの先をハサミで図 8-2 のように 
切ります。 

 
 
 
 

手順３ 紙送り 
ペーパの先を図 8-3 のスロットに入れ、

〔紙送り〕スイッチを押してペーパを 
５cm 程ペーパ出口から出します。 

 
手順４ プリンタカバーを閉めます。 

 
図 8-1 の矢印の部分を押してプリンタ 
カバーを閉めてください。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図８－１ 

 
 
 
 
 
 

図８－２ 

 
 
 
 
 
 
 
 

図８－３ 

ここを押してカ
バーを開閉してく
ださい。

ペーパ出口

スロット
（ペーパ差し込み口）
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８－３ 重力加速度 

使用する地域の重力加速度の設定を行います。 
 
1. 重力加速度マップを見て、使用する地域が何区になっているかを確認してください。 

例えば、東京都の場合は９区です。 
2. 重力加速度マップの左上の表を見て、使用する地域の区の重力加速度がいくつかを確認します。

例えば、東京都（９区）の場合は９．７９８です。 
3. ファンクションの０１（Ｆ０１）を［▲］［▼］スイッチを使って変更します。 

（ファンクションの設定は、１１．ファンクションを参照してください） 
 
 

８－４ 監視値の設定 

監視値を設定します。 
 

1. ［▲］［▼］スイッチを押して、監視したい値に設定してください。 
設定可能な値はＯＦＦ、±０．０５kg～±９．９５kg です（０．０５kg 刻み）。 
ただし、±は表示されません。 
アラーム機能を使用しない場合は“ｏＦＦ”に設定してください。 

 

８－５ アラーム音量の設定 

監視値を超えたときに鳴動するアラーム音の音量を調整します。 
  リアパネルのアラーム音量スイッチにより、４段階に設定できます。 
  一番下に設定すると、アラーム音は消音となります。 

 

８－６ 自動印字の設定 

測定中、設定時間ごとに時刻と体重値と変化量を印字します。 
ただし、紙切れランプが点灯している時や、測定を一時停止している時は印字しません。 
リアパネルの自動印字スイッチにより、設定間隔を OFF，10 分，30 分，60 分の４段階に設定で

きます。OFF に設定すると自動印字しません。 
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９． 使用方法 
1. ［入／切］スイッチを押します。 

すべての表示が全点灯し、この間、機器はロードセルのゼロ校正を行った後、以下の表示に 
なります。 
 
体重変化量 ： 消灯 
元体重  ： 消灯 
現体重  ： ０．０ 
監視値  ： ９．９５（ただし、一旦設定した値は、メモリに記憶されます） 
測定中ランプ ： 消灯 
消音ランプ ： 消灯 
紙切れランプ ： リアパネルの自動印字スイッチの位置及び記録紙の有無によって点滅 

  又は消灯。 
 
＊１０秒経っても、ゼロ校正が完了しない時、機器はエラーとして、体重変化量に”Ｅ００”

を表示し、アラーム音を鳴動します。 以降、消音スイッチ以外は、無効となります。 
＊ロードセルからの信号が正しく入力されない場合、“Ｅ０１”を表示し、アラーム音を鳴動

します。以降、消音スイッチ以外は、無効となります。ロードセルケーブルが正しく接続さ

れているかを確認してください。 
＊機器内部の校正データが壊れていると、“Ｅ０２”を表示し、アラーム音を鳴動します。 
 以降、消音スイッチ以外は、無効となります。再度、校正を行うか、弊社サービスセンタ 
 までご連絡ください。 

 
2. ベッドメーキングをします。 

 
3. ［ゼロ］スイッチを押して、各測定値表示部の値を” ０”にします。 

この時、各表示部は以下のようになります。 
 
体重変化量 ： 消灯 
元体重  ： 消灯 
現体重  ： ０．０ 

 
4. 監視値の設定をします。（8-4 参照）アラーム機能を使用しない場合は“ｏＦＦ”に設定してく

ださい。 
 

5. ベッドに乗ります。 
 

6. 重量表示が安定したのを確認し、［スタート］スイッチを押します。 
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7. 測定中ランプが点灯し、その時の体重値が元体重表示に表示され、現体重との差が体重変化量

に表示されます。 
自動印字の設定をしてある場合は印字を開始します。 
必要に応じて風袋変化量キャンセル機能等をご使用ください。 
体重変化量が監視値を越えると、体重変化量表示部が点滅し、アラーム音が鳴動します。 
アラーム音の鳴動を止めたい場合には消音スイッチを押してください。 

 
8. 測定が終了したら、ベッドから降りてください。（この時、アラーム音が鳴動します。） 

 
9. ［ゼロ］スイッチを押します。 

 
10. 次の測定を行う場合には２．から繰り返してください。測定を行わない場合には、［入／切］

スイッチを押して表示を消してください。 
 

11. 電源を切る場合には、［入／切］スイッチを押してください。測定途中で電源を切る場合には、

［入／切］スイッチを５秒以上押してください。 
 

９－１ 風袋変化量キャンセル機能 

測定中にベッド上に毛布を乗せたり、読んでいた本を降ろしたりする場合に使用します。 
 

1. 物を乗せ降ろしする前に、［一時停止］スイッチを押します。この時、測定中ランプは点灯か

ら点滅に変わります。 
 

2. ベッドに物の乗せ降ろしを行ってください。 
 

3. ［スタート］スイッチ又は［一時停止］スイッチを押してください。この間のデータは測定値

として記憶されず、また監視値の対象ともなりません。 
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９－２ 印字 

背面のスイッチが、ＯＦＦ以外のところにセットされている場合、測定中に設定されている時間毎

に、測定結果を印字します。スタートスイッチを押して、測定を開始したときは、必ず最初の結果

を印字します。 
プリントスイッチを押すと、自動印字の設定間隔に関係なく、現在の測定値を印字します。 

 

  手動印字例 
 
監視値を超えた場合には、変化量の横に＊マー

クが印字されます。 
 
 

 
          自動印字例 
 

１０． インタフェース 

１０－１ インタフェース仕様 

出力規格 RS232C 準拠 

伝送形式 半二重調歩同期式 

通信速度 ２４００／９６００bps（ファンクションモードで設定可能） 

データビット長 ７ 

パリティビット 偶数 

ストップビット １ 

 
 
 
 

1999/12/15

名前

２．５０kｇ

元体重 ５７．８kg

時刻 体重 変化量
HH:MM ＜------kg------＞

08:55 57.8 0

09:25 54.9 -2.9＊

監視値

時刻 体重 変化量
HH:MM ＜------kg------＞

08:55 57.8 0
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１０－２ プロトコル 

データフォーマット 
ストリームモード、コマンドモードいずれも同じです。 

ヘッダは次の２種類です。 
ＵＳ：データの先頭。 
ＯＬ：データがオーバしている。 

 
データは符号、小数点を含めて８桁（体重変化量は５桁）です。 
データがオーバしている場合は“±９９９９９．９”を出力します。 

 
1) ストリームモード 

いわゆる垂れ流しモードです。測定中のとき、表示されている値を約５００msec 毎に出力し

ます。 
 

2) コマンドモード 
ホストからのコマンドに応じてデータを出力します。 

 
ファンクションモードにてストリームモード／コマンドモード／使用しない、の設定が出来ます。

（１１．ファンクションを参照。） 
 
Ｑコマンド（表示データ出力） 

表示の安定・非安定にかかわらず表示データを一回出力する。 
Ｑ ＣＲ ＬＦ 

 

１０－３ 接続 

Pin No. 信号 方向 内容 Pin No. 信号 方向 内容 
１ ＦＧ － シャーシ ９ +5v OUT 

外部電源用(Max.500mA) 
２ TXD OUT データ送信 １０ +5v OUT 
３ RXD IN データ受信 １１ リザーブ 
４ RTS OUT 送信要求 １２ リザーブ 
５ CTS IN 送信可 １３ ALM OUT アラームポール用 
６ リザーブ １４ GND － アース 
７ GND － アース １５ GND － アース 
８ リザーブ  

 

U S , 0 0+ .

LF

k g ,0 0 0 0 0 0+ . k g

,

0 0 0 0

0+ . k g CR0 0

ﾍｯﾀﾞ 現体重 元体重

体重変化量
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１１． ファンクション 
［ゼロ］スイッチを押しながら電源を入れると体重変化量表示部に「Ｆ０１」を表示し、設定モー

ドに入ります。 
各設定項目の値は、元体重表示部に表示されます。 
1. ［一時停止］スイッチを押し、設定をしたい設定項目を元体重表示部に表示してください。 
2. ［▼］［▲］スイッチで設定値を変更できます。 
3. ［スタート］スイッチを押すとそのときの値を記憶します。記憶されると、監視値表示部に「０

００」が表示されます。 
4. 「Ｆ０４」の次に［一時停止］スイッチを押すと、体重変化量表示部に「Ｅｎｄ」を表示しま

す。 
5. 一旦、電源を切り、再度電源を入れ直してください。 

 
各設定、および初期設定値は以下の通りです。 

設定項目 設定値（元体重表示） 初期設定値 内容 
F01 9.798 9.798 使用地の重力加速度（9.791～9.806） 
F02 0 

0 
ストリームモード 

 1 コマンドモード 
 2 使用しない 

F03 24 24 通信速度 2400bps 
 96 通信速度 9600bps 

FO4 ０ ０ 固定 
注意：「Ｆ０４」の設定値を「１」に設定することも可能ですが、内部の重力値データを壊す恐れがあ

りますので、設定しないでください。 
 
 
 

１２． 保守 

１２－１ 清掃 

・清掃を行う際は、電源を切ってください。 
・本器に水をかけたり、水につけての清掃は行わないでください。 
・シンナー等の強力な洗剤を用いて表示部を清掃しないでください。変形、変色の原因になり

ます。 
 

１２－２ 校正 

・精度に異常のある場合は、最寄りの販売店または弊社のサービスにご連絡ください。 
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１３． 外観 

2
0
0

130

84

7
6

160

2
0
0

体重変化量

ゼロ

ｋｇ

監視値

ｋｇ

ｋｇ

元体重

現体重

スタート

測定中

一時停止

消音

プリント

紙送り

紙切れ

入／切

BED SCALE AD-4922
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１４． 重力加速度マップ 
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メディカル機器に関するご質問･ご相談窓口 

故障､別売品･消耗品に関してのご質問･ご相談も､この電話で承ります。 

修理のご依頼､別売品･消耗品のお求めは､お買い求め先へご相談ください。 

 

 

ＭＥ機器相談センター 

電話 0120-707-188 
通話料無料 

受付時間:９:００～１２:００､１３:００～１７:００､月曜日～金曜日（祝日､弊社休業日を除く） 

都合によりお休みをいただいたり、受付時間を変更させて頂くことが

ありますのでご了承ください。 
 

 

 

 

 

 

  

修理品の発送先 
業務用体重計､業務用身長計 

〒507-0054 岐阜県 多治見市 宝町９－１９ 

株式会社エー・アンド・デイ ＦＥ部 

TEL. 0572-21-6644 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本社 〒170-0013 東京都豊島区東池袋３－２３－１４ ダイハツ・ニッセイ池袋ビル 

 

※ 電話のかけまちがいにご注意ください。 

番号をよくお確かめの上、おかけくださるようお願いします。 
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